
シラバス 53 回生

単位数:1 担当者(実務経験): 総時間数(回数):

非常勤講師(外部講師) 15 (8)

時期:

1年前期

科目名:

地域・在宅看護論概論I

(暮らしと健康)

科目目標:

・在宅看護の目的と概念を理解する。

・在宅看護に対する社会のニーズを理解する。

・在宅看護に求められる役割を理解する。

・暮らしとは何かを理解する。

・暮らしが健康に及ぼす影響を理解する。

・療養者を支える家族にとその看護を理解する。

・地域包括ケアシステムを理解する。

・地域で暮らす人々を支える助け合いについて理解する。

・暮らしにおけるリスクとそのリスクマネジメントについて理解する。

回 単元 単元目標と内容 方法 学習範囲

担当 事前課題

1 人々の暮らしと地域・ 1.人々の暮らしの理解 講義 教科書

2 在宅看護論 ・暮らしとは 1

・暮らしと健康の関係

・暮らしのなかで健康をとらえる

GW 動画

・暮らしインタビュー

2.地域・在宅看護の役割

3 暮らしの基盤としての

地域の理解

・地域・在宅看護の基盤となる考え方

・地域・在宅看護に求められる役割

3. 共生社会の実現

医療的ケア児の学校生活

YouTube 動画視聴

~ももちゃんのいる教室~

1. 暮らしと地域

第1章

<事前学習>

教科書 P.12~25

読む

ワーク 1

暮らしを比べて

みよう

講義 教科書

① 第2章

4

5

地域・在宅看護の対象

者

・地域の定義

・人々の暮らす地域の多様性

2. 暮らしと地域を理解するための考え方

システム理論

システム思考

3. 地域包括ケアシステムと地域共生社会

地域包括ケアシステム

1.地域・在宅看護の対象者

・地域による多様性

・ライフステージによる多様性

・健康レベルの多様性

2. 家族の理解

・わが国における家族の現状

・わが国における家族とその変遷

・地域・在宅看護の対象としての看護

1

講義

1

<事前学習>

教科書 P.32~49

読む

教科書

第3章

<事前学習>

教科書 P.58~93

読む

教科書3

保健統計



6 地域における暮らしを

7 支える看護

8 終講試験

教科書

1. 暮らしを支える地域・在宅看護

・「暮らしを支える看護」とは

・「暮らしを支える看護」の実践

2. 暮らしの環境を整える看護

・暮らしに関連する環境

・暮らしの環境を整える看護とは

・看護師に求められる態度・知識・姿勢

・環境を整える看護の意義

3.広がる看護の対象者と提供方法

健康に対する人々のニーズ

・看護の実践方法の広がり

・人々の健康ニーズにこたえる看護

・健康ニーズを支える看護の実践例

4. 地域における家族への看護

・地域における家族への看護とは

家族を支援する看護師の基本的な姿勢

5. 地域におけるライフステージに応じた看護

ライフステージと人々の暮らし

・ライフステージによる健康課題と予防

・疾病とライフステージ

家族とライフステージ

6. 地域での暮らしにおけるリスクの理解

暮らしにおけるリスクの理解

・暮らしにおけるリスクの種類

できる限り安全に暮らし続けるための援助

7. 地域での暮らしにおける災害対策

・暮らしと災害・地域・在宅看護と災害対策

教科書

①(系看) 地域・在宅看護の基盤 (医学書院:eテキスト)

地域·在宅看護論1

②看護実践のための根拠がわかる 在宅看護技術論

講義 教科書

1 第4章

筆記試験1

評価方法

終講試験

(メヂカルフレンド社)
評価基準

60点以上を合格とする。
② 公衆衛生がみえる (メディックメディア)

2

<事前学習>

教科書 P.104~

141

読む

100点



シラバス 53回生

科目名: 単位数:1 担当者(実務経験): 総時間数(回数): 時期:

①專任教員(臨床実務 30 (15) 1年次前期

経験有)地域・在宅看護論概論
(生活環境と健康)

科目目標:

②応援教員 7名

地域特性について理解することができる。

・地域で生活する人々の実際を理解することができる。

・地域で暮らす人々を取り巻く環境について理解することができる。

・地域の生活環境が人々の健康に与える影響について理解できる。

回 単元

1 フィールドワ

ークのオリエ

ンテーション

単元目標と内容

・フィールドワークの方法と注意事項について理解でき
る。

2

45

人々の生活と

環境

地域特性のア

セスメント

・地域とは何かを理解することができる。

・地域で生活する人々と環境とは何かを理解できる。

・地域で生活する人々を生活者として捉える必要性につ

いて理解することができる。

・地域特性を理解するための『コミュニティ・アズ・パ

ートナーモデル』の概念を理解することができる。

・『コミュニティ・アズ・パートナーモデル』を用いて既

存の資料から地域の特性について調べることができる。

6

7

『地区視診の

ガイドライン』

に基づいた行
動計画の立案

8

フィールドワ

ーク

12

13

フィールドワ

ークのまとめ

14 発表

15

・『地区視診のガイドライン』を用いた地区踏査の必要性

について理解できる。

・『地区視診のガイドライン』を活用し、フィールドワー

クに向けて行動計画を立案することができる。

・フィールドワークを通して、地域で暮らす人々と生活

環境が健康に与える影響について理解することができ

る。

・既存資料から得た地域特性とフィールドワークで得た

情報を統合し、人々と環境について理解することができ

る。

・フィールドワークでの学びを発表することができる。

方法 学習範囲

担当 事前課題

講義 ①実施要項

①

講義 ②教科書

GW

講義 ③ コミュニ

ティ・ア

ズ・パート

ナーモデル

料

(配布資

④地区視診

のガイドラ

イン

(配布資

講義
GW

0

料)

フィールドワー

ク12

GW12

発表12

教科書(参考資料)

①実施要項

② コミュニティ・アズ・パートナーモデル
地区視診のガイドライン

参考文献

① 地域・在宅看護の基礎 (医学書院)

2 地域・在宅看護の実践 (医学書院)

③ 公衆衛生がみえる (メディックメディア)

評価方法

<個人評価>

① グループ活動

②調べ学習

③地区踏查資料

④ まとめレポート

⑤出席状況

70点

<グループ評価> 30点

①発表内容

②発表資料

評価基準
60点以上を合格とする。



53回生シラバス

科目名:

地域・在宅看護論概論

(多様の場の看護)

科目目標:

単位数:1 担当者: 総時間数(回数): 時期:

① 專任教員 (臨床実務経験 30 (15) 1年前期

有)

・地域で療養する人の持つ多様な特性と療養の場で行われる看護について理解する。

・療養者を支える家族の特性と家族看護について理解する。

・訪問看護制度について理解する

・介護保険制度とケアマネジメントについて理解する。

在宅ケアを支える制度や社会資源、多職種の連携について理解する。

・初回訪問看護演習を通して看護師のマナーと信頼関係を構築するプロセスを理解する。

・在宅看護における終末期看護について理解する。

回 单元 単元目標と内容

1 生活と健康を支える

地域・在宅看護

1. 在宅看護の定義と位置づけ

・在宅看護の目的

・在宅看護の特徴

・在宅看護の機能

・在宅看護の役割

2. 在宅看護の基本姿勢

・パートナーシップに基づく関係づくり

療養者・家族の価値観の尊重

・時間の経過に変化にともなう予測

多職種を調整する技術と情報を得る技術

療養者・家族の強みを引き出す支援

3. 在宅看護の倫理

·倫理原則

·倫理的課題

2

3

療養の場の移行

地域・在宅看護の実践

の場

1. 療養の場の移行が求められる背景

・地域完結型医療への転換

2.退院支援

在宅療養移行期における意思決定の支援

・退院支援を支える職種

·退院調整

・地域連携クリティカルパス

・退院支援を必要とする患者の特徴

・退院支援のプロセス

3. 多機関との連携

・地域との連携

・医療施設や介護施設との連携

1.医療機関で提供される看護

・外来看護の機能

2. 「住まい」で提供される看護

・訪問系サービス

・通所系サービス

・短期入所系サービス

・複合型サービス

3. 「施設」で提供される看護

1

方法 学習範囲

担当 事前課題

講義

教材 DVD

1

教科書

第5章

<事前学習>

教科書 P.144~

161 を読む

講義

①

教科書

第5章

<事前学習>

P.144~162 を

読む

講義

①

教科書

第5章



地域包括ケアシステ 1.地域包括ケアシステム 講義4

ム

55 地域・在宅看護の関わ

る制度とその活用

6
7

8 意思決定の支援

・必要とされる背景

·構成要素

・共生社会の実現

2.地域包括支援センター

機能

業務內容

3.地域包括ケアシステムにおける多職種・多機関連携

行政との連携

地域包括支援センターとの連携

・介護支援事業との連携

・介護サービス事業所との連携

地域住民との連携と見守り・SOS ネットワーク

1.介護保険・医療保険制度

・介護保険制度

·医療保険制度

2.地域・在宅看護にかかわる医療提供体制

3. 訪問看護の制度

訪問看護制度の歩み

・訪問看護の対象者の特徴

訪問看護の利用者と訪問回数

訪問看護ステーションに関する規程

訪問看護の利用までの手順

訪問看護の費用

訪問看護サービスの提供

・ケアマネジメントの社会資源の活用

4.地域保健にかかわる法制度

5. 高齢者に関する法制度

6. 障害者・難病に関する法制度

7.公費負担医療に関する法制度

8.権利保障に関する制度

1.在宅看取り

・在宅での看取りの背景と考え方

意思決定の支援

ACP とは

もしバナゲーム

9 地域・在宅看護の展開 1.地域・在宅看護における看護過程

10 ・看護過程とその意義

地域・在宅看護における看護過程の基本

・地域・在宅看護における看護過程の展開

2.地域・在宅看護過程の展開方法

・地域・在宅看護過程の特徴

・地域・在宅看護過程における情報収集とアセスメント

・地域・在宅看護過程における看護目標の設定・計画

・地域・在宅看護の実施と評価

・地域・在宅看護の標準化に向けた取り組み

3. 訪問看護の実際

講義

講義

演習(もしバ

ナゲーム)

講義

教科書

第2章

P.45~49

教科書

第6章

岡山市介護保

険パンフレット

<事前学習>

教科書 P.168~

209 を読む

教科書

介護保険

在宅医療

障害者福祉

教科書3

第5章

<事前学習>

教科書P.378~

381 を読む

教科書

第1章

<事前学習>

教科書P.12~

48 を読む

2



11 療養上のリスクマネ

ジメント

DVD 視聴

「いのちと生活を見護る訪問看護サービス」

1. リスクマネジメント

・在宅看護におけるリスク

・在宅でのリスクの特徴

2. 在宅で起こりやすいリスク

・転倒

講義 教科書②

第2章

<事前学習>

P.70~85

·転落

熱中症

·窒息

・薬物

·感染

3. 災害に対する準備と対応

12 初回訪問看護演習

一事例提示

1. 在宅看護の基本姿勢 講義 教科書②

・在宅看護を行う専門職としての姿勢・態度 GW <事前学習>

ーシナリオ作成 ・服装・持ち物 p.50~61

13

14

初回訪問看護演習

一発表

・療養者・家族との関わり

2. セルフケアを支える対話・コミュニケーション

対象者と看護師とのパートナーシップ

・対象者と看護師の対話・コミュニケーション

1. ロールプレイ

訪問前の準備

訪問看護のマナー

在宅で看護を提供するということ

・訪問バック

15 終講試験

ロールプレ

イ

筆記試験1

教科書 評価方法

教科書 ①(系看) 地域・在宅看護の基盤 終講試験(筆記試験) 100点

地域・在宅看護論1 (医学書院:e テキスト)

②(系看) 地域・在宅看護の実践

地域・在宅看護論2(医学書院:e テキスト)

③看護実践のための根拠がわかる 在宅看護技術論

評価基準

60点以上を合格とする。

(メヂカルフレンド社)

④公衆衛生がみえる (メディックメディア)

教材 DVD 「いのちと生活を見護る訪問看護サービス」

岡山市介護保険パンフレット

3

教科書3

第1章

<事前学習>

P.9~14

を読む

担当者①実務経験あり












